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新潟市（以下「本市」という）では，「食の安全基本方針」を策定し，生産から消費まで

の全ての段階で，食の安心・安全を確保するための総合的な取り組みを進めています。

この方針に基づき，４月からの１年間に実施する食品営業施設への立入監視回数，食品

等の試験検査，消費者・食品等事業者への情報提供，意見交換会などの具体的な内容につ

いてまとめた「平成２８年度新潟市食品衛生監視指導計画（素案）」について，市民の皆様

から意見を募集しました。この度，その結果をとりまとめましたので公表いたします。 

なお，ご意見等をいただいた方々には，直接回答いたしませんので，あらかじめご了承

ください。 

【募集期間】 

◆平成２８年１月２５日(月曜日) ～ ２月２３日(火曜日) 

【提出状況】 

◆意見提出者数：２名 

 ◆提出件数  ：７件 

◆提出方法  ：直接１件・FAX１件 

【結果公表日】 

 ◆平成２８年３月３０日(水曜日) 予定

【意見募集の際の資料】 

◆平成２８年度食品衛生監視指導計画(素案) 

平成２８年度 新潟市食品衛生監視指導計画（素案） 

～ 意見募集結果 ～



2 

【寄せられたご意見と市の考え方】 

 項       目 件 数 

 はじめに  

第 1 食の安心・安全に関する市民アンケートの結果  

第 2 重点的な監視指導事項  

第 3 市民とのコミュニケーション １ 

第 4 監視指導の実施体制  

第 5 立入監視検査 ３ 

第 6 食品等の検査 ３ 

第 7 違反を発見した場合の対応  

第 8 食中毒など健康被害発生時の対応  

第 9 自主衛生管理の推進  

第１０ 人材育成・資質向上  

用語説明 

その他 

 合 計 ７ 

【結果公表場所】 

上記の結果は下記の場所（閉庁日を除く），及び新潟市のホームページ上で閲覧できます。 

・ 保健所食の安全推進課(新潟市総合保健医療センター3階) 

・ 市政情報室(市役所本館 1階) 

・ 各区役所（設置場所は各区役所地域課にお問い合わせください） 

・ 出張所 

・ 食育・花育センター（中央区清五郎） 

・ 市消費生活センター（西堀ローサ内） 

・ ほんぽーと中央図書館 

【問い合わせ先】 

 新潟市保健所 食の安全推進課 管理係 

 〒950－0914 新潟市中央区紫竹山 3丁目 3番 11 号(新潟市総合保健医療センター3階) 

 TEL：025-212-8223(直通) FAX：025－246-5673 

 E メールアドレス：shokanzen@city.niigata.lg.jp



3 

【意見の概要と市の考え方】 

寄せられたご意見の概要とそれに対する市の考え方は次のとおりです。 

○第３ 市民とのコミュニケーション（１件） 

 指摘 

箇所 
素   案 意 見 等 市の考え方（案） 修正

１ ｐ６ ２ 市民への

情報提供と意

見交換 

講習会やイベントな

どでの情報提供では対

象とできる市民の数が

限定されることから，

テレビや新聞などのマ

スコミの活用を検討し

たらどうか。 

ご意見のとおり，広く情報提

供を行う必要性があることか

ら，本市では市報やテレビなど

でも定期的な食中毒予防啓発を

行っております。 

取組内容をわかりやすくする

ため，表現を修正します。 

あり
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○第５ 立入監視検査（３件） 

 指摘 

箇所 
素   案 意 見 等 市の考え方（案） 修正

２ p10 １ 監視施設

（業種）のラ

ンク分け 

 アイス等の自動販売

機は，なぜ届出制にし

ていないのか。 

 食品営業の許可や届出制度

は，公衆衛生に与える影響が著

しい営業について定められてい

ます。 

 アイスクリーム類や氷菓は，

温度管理がきちんとされていれ

ば，微生物がほぼ増殖しないこ

と、及び品質劣化が極めて小さ

く、安定した食品であることか

ら，店頭での販売はもとより，

自動販売機による販売について

も，届出制にしておりません。

なし

３ p10 １ 監視施設

（業種）のラ

ンク分け 

 自動販売機の検査回

数は 5年に 1回以上で

はなく，年 1回にする

べき。清掃や保存温度

はどのように指導して

いるのか。 

新潟市では，新潟市自動販売機

による食品営業の取扱要綱に基づ

き指導を行っています。

自動販売機による営業は，密閉

性があること，温度等の管理が自

動で行われ，必要に応じて自動的

に販売が中止されるものであるこ

と等から，店舗で営業する飲食店

や喫茶店等と比較し，公衆衛生上

の危害の可能性が低いと考え，５

年に１回以上の監視としていま

す。

なし

４ p11 ２ 一斉取締

り 

 日常的な対応を確認

するため，検査に際し

ては一斉取締りの時期

を設定することなく，

予定期に事前通告なし

に行う方が効果がある

のではないか。（いつ検

査が来るかわからない

状況が必要） 

新潟市では，食中毒の多発す

る夏期及び食品流通量の増加す

る年末において，より一層の安

全性確保を図る必要があること

から，この時期に一斉取締りを

計画しています。

 ご指摘のような事前通告なし

の監視指導については，随時，

必要に応じて行っています。

なし
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○第６ 食品等の検査（３件） 

 指摘 

箇所 
素   案 意 見 等 市の考え方（案） 修正

５ p12 １ 保健所に

よる収去検査

等 

 特定の自動販売機で

販売されているアイス

を収去検査してほし

い。アイスは賞味がな

いが，長期間経過する

とグラムが減る。その

ために成分調査，グラ

ムもしてほしい。 

新潟市では，効率的かつ効果

的な検査を実施するため，重点

的に監視指導を実施すべき事項

を踏まえ，検査する食品を選定

しています。

アイスクリームについては，

主に市内の製造業者で製造され

た製品を収去し，食品衛生法に

定められた成分規格を遵守して

いるかを検査しています。

なし

６ p12 １ 保健所に

よる収去検査

等 

 コーヒーのお湯は定

期的に検査しているの

か。 

食品の調理，製造等に用いる

水は，水道水等の飲用に適した水

であることが定められています。

水道水以外の水を使用する場

合は，営業者が規格基準に適合

する水であることを定期的に検

査して確認することを指導して

おります。

さらに，収去検査でも，水質

基準の検査を実施しておりま

す。

なし

７ p12 １ 保健所に

よる収去検査

等 

 信濃川河口に生息す

る魚介類について，マ

イクロビーズ及びセシ

ウム１３７を検査して

ほしい。 

新潟市では，平成 24 年から信

濃川を含む本市で水揚げされる

水産物の放射性物質検査を行っ

ております。

マイクロビーズについては，

食品中の規格基準が定められて

いないこと，及び検査法が示さ

れていないことから，収去検査

としての実施は難しいと考えま

す。

なし


